
今
や
支
那
班
鍵
も
忠
烈
な
る
皇
噸
脈
義
の
附
懲
に
南
京
陥
落
を
第
一
段

階
と
し
、
除
州
占
領
を
第
二
段
階
と
し
て
薄
冬
早
く
も
「
中
國
臨
時
政
府
』

の
生
挺
を
見
、
今
雰
更
に
「
維
新
政
府
」
の
設
立
等
、
蒋
一
派
存
績
の
影

は
愈
！
薄
い
、
其
れ
に
も
拘
は
ら
ず
術
虚
勢
を
張
っ
て
長
期
抗
日
を
豪
濡

し
つ
Ｌ
あ
る
彼
は
、
賀
に
愚
な
る
哀
む
べ
き
存
在
で
あ
る
。

彼
の
赤
魔
の
冷
酷
な
錨
の
極
桔
の
下
に
悲
惨
な
喘
ぎ
を
綴
け
て
居
る
蒙

昧
な
る
支
那
四
億
民
衆
の
侭
、
ひ
い
て
は
東
洋
永
遠
楽
土
建
殻
の
爲
に
、

幾
多
の
苦
難
を
侵
し
て
聖
職
を
縦
け
行
く
我
が
忠
勇
な
る
將
兵
を
憶
ふ
時

吾
等
蒲
年
宗
教
家
は
何
を
爲
す
べ
き
か
。
聖
職
に
傷
つ
き
Ｌ
播
兵
の
慰
問

壯
烈
華
と
散
り
し
秘
天
謹
選
基
り
し
英
麹
の
追
弔
供
養
等
、
そ
れ
も
良
か

ら
う
。
然
し
吾
等
本
化
門
下
に
は
そ
れ
以
上
に
重
大
な
る
使
命
が
あ
る
！
。

が
す
る
。
林
の
奥
に
潜
ん
で
錫
の
含
み
罐
が
ホ
ロ
ノ
ー
と
聞
え
疋
來
る
。

初
夏
の
林
は
静
か
で
あ
る
。

識
ぱ
大
き
く
胸
を
張
っ
て
林
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
大
氣
を
吸
入
し
て
歸
途

に
蒲
い
た
。
鮒
途
私
は
今
年
初
め
て
の
蛇
に
遡
っ
た
。
夢
を
見
た
だ
け
に

ギ
ョ
ッ
卜
し
て
眼
を
見
張
っ
た
が
蛇
は
直
ち
に
叢
に
吸
は
れ
る
如
く
隠
れ

て
、
私
を
這
っ
て
は
来
な
か
っ
た
。
多
分
女
祁
が
認
を
可
愛
想
に
思
っ
て

蛇
に
逼
は
せ
な
か
っ
た
の
だ
ら
う
：
：
：
．
：
。
（
４
）
’
十
一
、
五
、
末
Ｉ

非
常
時
に
於
け
る
吾
等
青
年
宗
教
家
の
覺
悟

江
口
啓
淳

作
品
集

と
仰
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
具
体
的
雁
示
す
も
の
は
没
に
鏡
玉
劔
の
三
秘
の

紳
器
で
あ
る
。
之
即
ち
智
仁
勇
の
三
穂
の
表
象
で
あ
る
。
然
ｌ
乍
ら
一
太

陽
に
具
す
る
本
有
の
三
徳
で
あ
る
。
旭
日
一
度
東
天
に
出
る
や
乾
坤
忽
ち

明
ら
か
に
總
ぺ
て
は
育
つ
。
そ
の
闇
黒
を
照
破
す
る
「
破
間
の
力
」
は
劔

と
な
り
、
總
べ
て
を
照
す
「
迩
照
の
益
」
は
鏡
に
顯
は
れ
、
總
ぺ
て
を
青

ぐ
み
悪
る
「
生
育
の
徳
」
は
玉
と
結
晶
｛
・
る
。
こ
の
太
陽
は
単
に
日
本
め

み
な
ら
ず
世
界
を
隈
く
照
す
太
陽
で
あ
る
。

安
房
に
降
誕
せ
ら
れ
、
悪
難
事
勝
の
生
涯
を
破
邪
瓢
虚
、
立
正
安
幽
を

モ
ッ
ト
ー
と
Ｌ
國
雄
來
の
皇
國
の
篤
に
敢
然
立
っ
た
日
蓮
聖
人
は
正
義
の

焼
に
は
何
物
を
も
恐
れ
ず
、
執
椎
濁
り
淡
力
を
振
へ
る
鎌
倉
雑
府
當
時
に

於
て
執
椛
義
時
に
封
し
て
、
そ
の
大
義
名
分
よ
り
御
殿
な
る
筆
誹
を
加
へ

今
次
部
愛
は
班
に
支
那
一
閏
の
み
に
閥
係
す
る
の
で
は
な
い
。
束
珈
一

角
で
の
銃
凝
は
全
世
界
へ
と
波
紋
を
振
動
す
る
。
皿
っ
長
期
抗
戦
に
入
っ

た
今
日
耐
吾
等
は
一
大
信
念
と
疑
悟
と
を
以
て
之
に
懲
り
立
正
錆
耐
の
高

揚
に
遡
進
Ｌ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
正
締
測
と
は
日
本
閏
と
法
乖
癬
と

の
冥
合
で
あ
る
。
思
ふ
に
日
本
錆
測
と
は
黒
白
刎
克
に
し
慈
光
喪
土
に
遜

ね
か
ら
ざ
る
な
き
太
陽
の
徳
輝
で
あ
る
。
そ
の
由
來
す
る
所
、
皇
宗
祁
武

雄
剛
の
昔
、

上
則
答
二
乾
黙
授
國
之
徳
一
、
下
則
弘
二
皇
孫
養
正
之
心
一
、
然
後
兼
二
六

合
以
開
都
一
、
掩
二
八
溌
一
而
爲
字
不
二
亦
可
一
乎

の
御
船
に
雄
ま
る
維
郷
の
謎
で
あ
る
。
之
を
明
論
天
皇
は

鰯
の
た
め
仇
な
す
あ
た
は
く
た
く
と
も

い
つ
く
し
む
へ
き
こ
と
な
忘
れ
そ

二
〃、

○



る
等
日
本
粉
脚
を
い
か
ん
な
く
發
揮
し
て
居
る
。
宗
祁
弘
教
の
生
涯
は
叉

如
來
の
智
へ
空
座
）
仁
（
慈
悲
）
勇
（
忍
辱
）
の
顎
で
あ
る
。
即
ち
「
太

陽
の
子
」
た
る
を
自
負
Ｌ
理
想
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八
絃
一
宇
１
六

合
一
都
の
日
本
緒
紳
は
久
遠
悠
久
の
昔
よ
り
錐
未
来
際
に
至
る
ま
で
赫
忽

た
る
太
陽
と
な
っ
て
全
惟
界
に
君
臨
す
る
。
然
か
も
こ
の
太
陽
蓉
三
徳
を

睡
く
自
己
の
信
念
と
し
宗
放
と
し
日
本
総
脚
に
生
き
ら
れ
た
の
が
日
蓮
上

人
な
の
だ
。

斯
か
る
偉
大
な
る
宗
瓶
を
燕
く
吾
等
は
宗
祗
の
信
念
を
吾
が
信
念
と
Ｌ

糸
祁
め
氣
蝿
を
取
っ
て
以
っ
て
吾
が
氣
蝿
と
し
本
門
の
題
目
、
本
尊
、
戒

壊
の
三
大
秘
法
を
以
て
一
天
四
海
閻
浮
同
歸
の
大
願
業
に
遥
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
Ｏ

我
等
は
こ
の
事
愛
溌
契
機
と
し
て
、
勘
く
と
も
日
本
皇
幽
の
大
使
命
た

る
「
八
紘
一
宇
、
六
合
一
都
」
の
犬
理
想
を
全
世
界
に
將
來
す
る
前
提
と

し
て
先
づ
東
亜
の
天
地
逓
寂
光
土
化
す
る
炭
大
無
邊
な
る
測
意
の
發
動
な

り
と
信
解
す
る
。
經
日
「
今
正
是
時
」
と
。
さ
う
だ
正
Ｌ
く
今
だ
。
皇
佛

藥
合
、
間
浮
提
内
炭
令
流
布
の
時
は
資
に
今
だ
。
こ
の
溌
際
化
こ
そ
現
代

背
年
宗
教
家
に
架
せ
ら
れ
た
る
一
大
使
命
な
の
だ
。

そ
の
使
命
達
成
の
爲
に
は
「
我
れ
日
本
の
柱
、
眼
目
、
大
船
と
な
ら
ん
」

の
大
願
を
薇
ひ
起
し
、
併
せ
て
忍
雛
率
膨
の
聖
人
の
「
立
正
糖
祁
」
塗
体

得
發
揚
す
る
時
、
東
亜
否
、
世
界
全
人
類
永
久
の
平
和
の
光
が
輝
き
渡
る

で
あ
ろ
う
。
（
靴
）
へ
完
〕

櫛

品

蕊

雨
は
騒
ぐ
降
り
出
し
た
。
鐙
迄
は
蒸
砦
い
曇
天
だ
っ
た
が
夕
方
豆
腐
屋

の
ラ
ッ
パ
が
町
に
辮
い
て
夕
餉
の
支
度
に
取
り
か
坐
る
頃
か
ら
、
降
り
出

し
た
雨
は
も
う
本
降
り
と
な
っ
て
、
風
も
加
は
っ
た
。
前
の
樵
が
大
揺
れ

に
揺
れ
初
め
た
。
卜
援
ン
屋
挫
を
打
つ
雨
普
は
湿
く
‘
雨
水
が
髄
灯
に
光

っ
て
屋
根
か
ら
蛎
け
落
ち
る
菅
も
駁
だ
し
い
。
窓
の
隙
間
漏
る
雨
域
！

そ
れ
も
不
氣
味
で
．
あ
る
。
私
は
虫
の
性
か
今
晩
に
限
っ
て
銀
く
泣
・
き
喚
く

二
つ
の
妹
を
背
負
っ
て
玄
關
を
出
た
。
子
守
の
鯛
で
あ
る
。
父
隊
は
止
め

た
が
泣
き
喚
く
妹
を
見
て
は
獣
し
て
は
居
ら
れ
ぬ
。
表
は
篠
突
く
雨
で
、

雨
足
が
白
く
地
に
躍
る
。
空
は
雨
が
風
膿
霧
の
様
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
居

る
。
私
は
蒲
物
を
上
げ
、
飛
ば
さ
れ
さ
う
な
傘
を
手
に
流
れ
行
く
泥
水
を

ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
と
歩
い
た
。
妹
は
す
ぐ
に
泣
き
止
ん
だ
。

暗
い
街
燈
の
下
溌
行
く
と
海
へ
出
る
。
興
諜
な
臓
物
と
も
恩
は
秘
る
波

浪
の
打
寄
せ
も
物
凄
く
海
は
猛
り
狂
ふ
。
傘
も
吹
飛
ば
さ
ん
橇
の
風
に
獅

噛
付
く
様
に
し
て
泥
淳
鐵
を
さ
け
歩
き
乍
ら
、
妹
が
瀧
れ
は
せ
ん
か
と
蝋

遡
っ
た
。
蓮
く
州
黒
色
の
海
の
彼
方
の
明
滅
の
灯
ば
燈
台
か
漁
火
か
。
錨

を
流
し
た
沖
は
灯
の
他
何
一
つ
な
く
自
然
の
荒
れ
る
侭
で
あ
る
。
時
折
ト

ド
ッ
と
打
ち
揚
げ
る
怒
溌
。
私
は
急
い
で
町
の
通
り
へ
と
向
っ
た
。
謹
ひ

立
て
る
様
な
怒
涛
と
雨
と
風
で
あ
る
。

街
灯
の
薄
暗
い
途
を
行
く
と
ホ
テ
ル
へ
出
る
。
灯
と
ネ
オ
ン
の
光
が
棚

雨
の
夜
更
け一

一
一
〈
一

磯
邊
渉


